
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

戸田市家庭教育支援チーム 

 （呼称：ゆるぷらっとフォーム.Well-being-らぼ） 

②活動拠点 戸田市立戸田第一小学校 

③活動範囲 戸田第一小学校区内 

④組織体制 

校内サポーター「ゆるぷらっとフォーム」として活動中の 7 名  

（家族・子育て支援員 2 名、 幼保英語教師 1 名、PTA・子ども会役員 1 名 

PTA 会員 3 名） 

⑤活動開始年度 令和 2 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

戸田市教育委員会事務局 生涯学習課 生涯学習担当 

（TEL）048-441-1800（内線 308） 

（E-mail）kyo-syogaigaku@city.toda.saitama.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 
（複数チェック可能） 

☑保護者等への学びの場の提供 

☑保護者等への地域の居場所づくり 

□アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    □自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    □保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    □その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

□その他（                          ） 

②活動対象 
（複数チェック可能） 

☑乳幼児 ☑小学生（低学年） ☑小学生（中学年） ☑小学生（高学年） 

☑中学生 □高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

①校内での保護者の居場所づくり 

不登校、登校しぶり、発達に関することなど子育てで感じている様々な悩み

や心配事、困り事などを、学校に来た時に同じ子育て中の保護者同士で気

軽に立ち寄って雑談しながら緩やかに繋がりをつくるきっかけとなるような居

場所を設営する。 

 

②みんなそれぞれの Well-being を考える 

戸一小が子どもも大人も安心して学び合える居心地のよい居場所となるよ

うにそれぞれの Well-being（幸せ）を対話を通して考えていく活動をする。 

 

③就学前からの子ども、家庭サポート 

外国籍であることや、発達状況等、就学前から必要な支援があるかどうかを

学校側が早く気づけるように、就学前健診や保護者説明会などに参加して

サポートする。 

 

④授業支援、学校業務サポート 

授業に参加して子どもたちに近い存在として日々の様子を知ったり、トイレ

掃除や消毒作業、朝の健康チェックなど学校内のボランティアスタッフとして

日々現場に関わる機会を増やす。 

 

☆今後の予定 

小学校区内の町会会館を借りて放課後の居場所づくりをする。 

 

④活動の成果 
（活動実績がある 

場合） 

①不登校気味であったお子さんが、親御さんと学校との信頼関係を築けた

ことで登校できるようになった。家庭と学校それぞれの様子を共有しやすく

なったことで、その子に最適なサポートを見つけやすくなった。 

②子どもに関わる大人たちが「教育」や「福祉」について学びながら、情報交

換、意見交換をしたりして、より良い学校づくりのために当事者意識を持って

参加することが増えた。 

③外国籍の家庭など、コミュニケーションがとりづらかったり就学に不安があ

る保護者のサポートができた。 

④日々の現場の事実を見て気づくことで、「チーム戸一」として最新の課題

に向き合う大人のチーム力があがった。 

⑤活動財源 
（複数チェック可能） 

□文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

□文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

□厚生労働省事業（事業名：                            ） 

□地方公共団体単独事業として実施 

☑特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

□その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 
 


